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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策１ 子どもに関する相談・支援体制の充実 

施策の概要 

子どもに関する相談の増加や，問題の複雑化・深刻化に対応し，適切な支援を行っていくため，市の相

談機関の中核である「こども総合相談センター」と，区役所や地域，学校，「子ども家庭支援センター」

における相談体制などの総合的な充実強化を図ります。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・こども総合相談センターにおいて，子どもに関するさまざまな相談に対し，専門的・総合的な支援を行うともに，

各区の子育て支援課において，子育てに関する相談や支援を引き続き実施した。 

・子ども家庭支援センターにおいて，家庭からの相談対応や児童相談所からの委託による指導，ファミリーホーム等

への支援など相談・支援体制の充実を図った。 

２ 主な事業の実施状況 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

総合相談機能の充実 ０歳から 20 歳までの子どもや保護
者などを対象に，子どもに関するさ
まざまな問題に対して，保健，福祉，
教育の分野からの総合的・専門的な
相談・支援を実施 

・電話相談  12,262件 
・面接相談   5,134件 

区子育て支援推進事
業 

子育て不安の解消と虐待防止に向
け，区の子ども総合相談窓口である
子育て支援課において日常的に相
談・支援を実施 

・区子育て支援課において、子育てに関する相談対応を行う
とともに、関係機関と連携しながら、地域における子育て
支援の充実に向けた取組みを実施

子ども家庭支援セン
ター 

子どもに関する家庭からの相談対応
や，区からの求めに応じ，必要な援
助などを行うほか，児童相談所から
の委託による指導や里親・ファミリ
ーホームへの支援などを実施 

・施設数 ２か所 
・相談件数 2,135件 

被害に遭った子ども
の支援 

事件，事故，自然災害などに子ども
が巻き込まれ，身体的，心理的，行
動面などにさまざまな反応を示すお
それが生じたときに，子どもの心の
支援を実施 

・電話相談  80件 
・面接相談   6件 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策２ 児童虐待防止対策 

施策の概要 

一人ひとりの子どもが，安心して，心身ともに健やかに成長できるよう，虐待の未然防止から，早期発

見・早期対応，再発防止，被害を受けた子どもの回復と社会的自立まで，切れ目のない取組を社会全体

で推進します。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・虐待の早期発見・早期対応を図るため，引き続き，関係機関相互の連携強化に努めるとともに，「福岡市子ども虐待

防止活動推進委員会」を中心とした市民への啓発などの取組みを推進した。 

・法的対応など専門性の向上を図るため，引き続き弁護士を職員として配置するとともに，区保健福祉センター職員

等を対象に虐待対応のための専門的な研修を実施するなど，虐待防止事業の充実を図った。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

児童虐待防止事業 児童虐待の未然防止，早期発見・早
期対応，子どもや親のケアなどの再
発防止などの取組を実施 
 
 

・弁護士資格を持つ職員による法的助言，職権保護への同行， 
28条申し立て手続き等を行った。 

・法医学教授に鑑定を依頼（23件） 
・親の養育支援事業（16回） 
・子育て見守り訪問員派遣件数（延べ304件） 

乳幼児健康診査・
母子保健訪問指導
[再掲] 

乳幼児対象の総合的健康診査により
健康管理の向上を図るとともに，妊
娠，出産，育児に関する母親の不安
を解消するための母子保健訪問指導
を実施 

・乳幼児健康診査受診者数 
    4か月児     14,440人 
   10か月児      13,379人 
    1歳6か月児 14,441人 
    3歳児       14,070人 
・妊産婦：延べ13,559人 
・新生児(全戸)：実12,778人 
・未熟児：延べ1,813人 

虐待防止等強化事
業 

区保健福祉センター職員等を対象と
した虐待対応の専門的な研修，区に
おける虐待防止の広報啓発，養育支
援訪問事業などを実施 

・虐待相談対応研修の参加者：延べ269人 
・専門研修への派遣者：延べ21人 
・区子育て支援課職員へ助言を行うスーパーバイザー派遣：1区 
・養育支援訪問事業の実施：135家庭・延べ1,430回 
・児童虐待防止推進月間に各区が広報啓発等を実施 
・児童相談システムを活用した情報共有 

子ども虐待防止活
動推進委員会 

子どもに係る団体で構成する「子ど
も虐待防止活動推進委員会」におい
て，虐待防止に向けた啓発などの活
動を展開し，福岡市全体で子どもを
見守る取組を実施 

・推進委員会の開催 2回（ワーキンググループ 4回） 
・子ども虐待防止市民フォーラム 約550人 
・児童虐待対応研修 約150人 
・児童虐待防止推進月間における啓発活動の実施 

子育て見守り訪問
員派遣事業 

休日・夜間に「泣き声」通告や保護
者からの緊急保護の要請があった場
合に，「子育て見守り訪問員」が家庭
訪問を行い，子どもの安全確認など
を実施 

・該当世帯数  179件（特定不能件数を除く） 
・訪問延べ件数 304件 
・目視による確認割合 53.0%（特定不能件数を除く） 
・児童移送 4件 

ＤＶ相談・支援推
進事業 

配偶者暴力相談支援センターを中心
に、関係機関と連携したＤＶ被害者
の支援の実施及び連絡調整、相談員
などの研修、ＤＶ防止啓発などを実
施 

・福岡市配偶者暴力相談支援センターの運営 
電話相談454件，法律相談46件 

・相談員等の専門研修への派遣 延べ162人 
・相談員等を対象とした研修の実施 参加者延べ25人 
・ＤＶ研修実施団体等への講師の派遣 7件  
・デートＤＶ予防教育の実施 高校5校 
・民間団体への支援 
・ＤＶ防止啓発の実施等 
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要保護児童支援地
域協議会 

医師，弁護士，警察，教育，保育な
どの機関で構成する協議会におい
て，要保護児童の保護及び自立支援，
要支援児童・特定妊婦への支援を図
るため，情報交換や支援内容の協議，
啓発・広報などを実施 

・市及び各区において要保護児童支援地域協議会の代表者会議を
年1回開催 

・各区の要保護児童支援地域協議会では、受理会議・進行管理会
議や地域において開催される関係者会議等の実務者会議を開
催 

・個別ケース検討会議 延べ350回 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策３ 社会的養護体制の充実 

施策の概要 

さまざまな事情により社会的養護が必要になった子どもを，家庭的な環境で養育するため，里親やファ

ミリーホームに迎え入れて養育する“家庭養護”を推進します。また，児童養護施設などにおいても，

家庭的な養育環境を整えるため，施設の小規模化などを進めます。 

また，虐待を受けた子どもの回復や親子関係の再構築に向けて，専門的なケア機能の強化や家庭を支援

する機能の充実を図ります。 

さらに，施設を退所した子どもの自立を支援する体制の充実を図るとともに，児童養護施設などに入所

している子どもの権利養護を推進します。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・家庭での養育が困難な子どもに対する社会的養護体制の充実を図るため，里親制度の普及・啓発，校区における新

規里親の開拓や里親に対する支援を実施するとともに，里親推進に関するフォーラムを開催した。 

・家庭的な環境のもとで子どもを養育できるよう，施設のケア単位の小規模化を促進するなど，社会的養護体制の充

実を図った。 

・保護者の病気や経済的困窮等による緊急一時保護にも対応可能な乳幼児専任の養育里親の開拓に新たに取り組んだ。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

里親制度推進事業 ＮＰＯなどとの共働による「里親養育支援共働事
業」に取り組み，里親制度の普及啓発や里親研修
などによる里親支援を実施 

・里親登録数 163世帯(28年度末) 
・里親等委託率 39.7％ 
・里親フォーラム「新しい絆」を年2回開催 

児童養護施設などの
ケア単位の小規模化 

児童養護施設などにおいて家庭的な環境で養育
できるよう，今後社会的養護が必要となる児童数
などを見込みながら，ケア単位の小規模化を促進 

・施設数 １か所(平成23年度整備) 
・施設と協議を進め，平成29～30年度にかけて 
 小規模化の施設整備を実施する方針を決定 

子ども家庭支援セン
ター[再掲] 

子どもに関する家庭からの相談対応や，区からの
求めに応じ，必要な援助などを行うほか，児童相
談所からの委託による指導や里親・ファミリーホ
ームへの支援などを実施 

・施設数 ２か所 
・相談件数 2,135件 

自立援助ホーム 児童養護施設などを退所した子どもなどに対し，
共同生活を営むべき住居（自立援助ホーム）にお
いて，相談その他の日常生活支援，生活指導，就
業の支援を行うとともに，退所した子どもなどへ
の相談などの援助を実施 

・施設数 ２か所 

退所児童等アフター
ケア事業 

児童養護施設退所者などに対し，地域社会におけ
る社会的自立の促進に向け，生活や就業に関する
相談に応じるとともに，子どもが相互に意見交換
や情報交換などを行う自助グループ活動支援な
どを実施 

・実施事業者を検討中。 

乳幼児里親リクルー
ト事業 

保護者の病気や経済困窮等により家庭で暮らす
ことができない乳幼児の緊急な一時保護にも対
応可能な乳幼児専任の養育里親を開拓し，育成，
委託後の支援を実施 

・平成28年9月よりリクルート開始 
・平成28年度中に48件の問い合わせがあり， 
内6件の初回訪問を実施 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策４ 障がい児支援 

施策の概要 

障がいのある子どもについては，「発達が気になる」など，障がいの疑いが生じた段階から，早期の対

応，支援を行っていくことが重要です。障がいの早期発見と早期支援，そして“ノーマライゼーション”

の理念のもとに，一人ひとりの自立を目指した支援・療育体制の充実を図ります。 

また，近年，特に発達障がい児の新規受診や相談が著しく増加していることから，発達障がい児とその

家族への支援の充実に努めます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・障がいの早期発見と早期支援，そして障がいがあっても社会参加できるようノーマライゼーションの理念のもと，

障がい児の在宅生活を支援するための施策を継続して実施するとともに，療育センター等において相談対応，診断・

療育等を行った。 

２ 主な事業の実施状況 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

障がい児の専門機関
などの連携による早
期発見・早期対応 

乳幼児が，健診などを通じ，障がいの
疑いがあると判断された場合は，総合
的機関である心身障がい福祉センタ
ーや（東部・西部）療育センターで発
達状況などの医学的診断などを行い，
適切な療育を実施 

・心身障がい福祉センター，療育センターにおける新規受診児 
1,423人 

障がい児施設による
通園療育 

就学前の知的障がい児・肢体不自由児
を通園させ，訓練・保育などの療育を
実施 

  13か所 
 4か所 

・実施施設 
児童発達支援センター等 

 医療型児童発達支援センター等  
・延利用者 
児童発達支援    9,251人 
医療型児童発達支援    983人 

特別支援学校卒業生
の就労促進 

生徒の自立と社会参加を進めるため，
学校，企業関係者，行政，学識経験者、
保護者などで構成する特別支援学校
高等部就労促進ネットワーク（夢ふく
おかネットワーク）において，関係団
体・機関などとの連携を図り，企業な
どへの就労を促進 

・「夢ふくおかネットワーク」の登録企業・事業所200社 
・特別支援学校職業技能指導者派遣事業 ６校で実施 
 就労者数40人，就労率25.8％ 
・庁内インターンシップ18件 

発達障がい者支援体
制整備事業 

発達障がい児（者）及びその家族に対
し，乳幼児期から成人期まで一貫した
支援を実施するため，その中核となる
「発達障がい者支援センター」を設置
し，関係機関との連携を強化 

○発達障がい者支援センター運営 
・相談者数   1,453人 
・相談件数 延3,345件 

相談：3,103件 
発達支援：134件 
就労支援：108件 

・研修参加者：6,059人 
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施策別進捗評価調書 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策５ 子ども・若者の支援 

施策の概要 

思春期は，子どもから大人への移行期であり，心も体も大きく成長する時期です。特有の不安や悩

み，ストレスも大きくなることから，思春期の子どもに対する相談体制を充実します。 

また，いじめの防止対策や，不登校やひきこもり，非行などの問題を抱える子ども・若者への支援

の充実を図るとともに，自立に向けた取組を推進します。 

１ 施策の進捗状況 概ね順調 

・思春期特有の不安や悩み等に対応するため，思春期訪問相談員の派遣などによる支援を，引き続き実施し

た。 

・いじめの防止対策や，不登校やひきこもり，非行などの問題を抱える子ども・若者への支援の充実を図る

ため，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用，いじめゼロプロジェクトの推進など

を，引き続き実施した。 

・中高生の社会性や自律性の醸成を図るための若者のぷらっとホームサポート事業や，非行・ひきこもりな

どの困難を有する子ども・若者の立ち直り等の支援を行う子ども・若者活躍の場プロジェクトを実施した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

ティーンエイジャー
教室 

小・中学生，高校生などに対して将来親
となるために必要な保健知識の学習機
会を提供することで母性・父性の健全育
成を図る 

・開設回数 10回 
・参加者数 1,087人 

薬物乱用防止啓発事
業 
 

若年層の薬物乱用問題に対する認識を
高めるため，「薬物乱用防止啓発イベン
ト」や「薬物乱用防止街頭キャンペーン」
を実施 

・NO DRUG, KNOW DRUGキャンペーン及びイベントの
開催 

・薬物乱用防止街頭キャンペーン（大学と協力）の
実施 

・夜回り隊の実施 
・啓発動画放送、ポスター掲示、リーフレット配布、
大学用啓発メールの配信 

Ｑ－Ｕアンケートの
実施 

不登校やいじめの未然防止及び早期発
見のための，Ｑ－Ｕアンケートを行い，
この分析結果に基づいた支援を実施 

・すべての小学校４年生から中学校３年生を対象に
Q-Uアンケートを年１回実施 

いじめゼロプロジェ
クト 

いじめの未然防止の観点から，児童生徒
が主体的にいじめについて考え，いじめ
が起きにくい学級や学校を作る取組及
び保護者・地域などへの啓発活動を実施 

・1学期に，各学校で，いじめ根絶のために，児童生
徒が主体となった「いじめゼロ取組月間」を実施。 

・8月に各学校の代表児童生徒や教員，保護者等が集
まり「いじめゼロサミット2016」を開催し，「わた
しのいっぽ」を決めた。 

・2学期以降に，各学校で，児童生徒が主体となった
「いじめゼロ実現プロジェクト」に取り組み，福
岡市のＨＰに全学校分の報告書を掲載。 

中学校１年生におけ
る少人数学級の実施 

個に応じたきめ細やかな指導により，確
かな学力の向上，「中１ギャップ」への
対応，不登校の予防などを図るため，学
校選択制による１学級３５人以下の少
人数学級を実施 

・実質35人以下学級の実施校(69校中40校 
（うち 
 学校の選択による実施   14校 
 標準学級編成で35人以下 26校） 

不登校対応教員の配
置 

不登校・不登校傾向のある児童生徒に適
切な指導・支援，校内適応指導教室の運
営のほか，学校におけるコーディネータ
ーの役割を担うなど，不登校児童生徒へ
の対応に専任的に従事する不登校対応
教員を配置 

・課題が大きい中学校に，不登校対応教員を配置し，
不登校対応教員が中心となって，学校全体で組織
的に運営。 
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スクールカウンセラ
ー等活用事業 

子どもに関する問題について，早期発
見・早期対応を図り，問題の深刻化を防
止するため，「心の専門家」であるスク
ールカウンセラーなどを市立の中学
校・特別支援学校・高等学校へ配置し，
学校の教育相談体制を充実・強化 

・配置校 73校 
・相談件数 24,009件 
（相談内容：不登校5,564件，学校生活4,349件 
 家庭・家族問題 3,312件，その他 10,784件） 
・１校当たりの相談件数 329件 
・面接の効果が表れた割合 52.9％ 
・離島の中学校２校に，心の教室相談員を配置 

スクールソーシャル
ワーカー活用事業 

教育と福祉の両面から，問題を抱える児
童生徒の家庭や学校における環境に働
きかけ，関係機関と連携して，児童生徒
の問題の改善を図る 

・配置人数 25人（県費加配１人を含む） 
・相談件数 1,247件 
・介入件数 431件 
・終結件数 278件 
・派遣相談件数 38件 

教育相談機能の充実 不登校をはじめとする問題を解決する
ために，教育カウンセラーによる電話・
面接相談を実施 

・一般相談件数 9,462件 
 教師相談件数 1,216件 
 合 計    10,678件 
・カウンセラー一人あたりの相談件数 1,525件 

適応指導教室の運営 
 

心理的，情緒的理由により登校できない
状態にある児童生徒に，個別面接や集団
生活への適応指導を組織的・計画的に行
うことにより，早期の学校復帰や社会的
自立を支援 

・入級生 82人 
（はまかぜ41人，まつ風23人，すまいる18人） 
・学校復帰者 38人 
・学校復帰率 46.3％ 

大学生相談員派遣事
業 

ひきこもりがちな不登校児童生徒の家
庭に，話し相手や相談相手として大学生
相談員を派遣し，学校復帰や社会的自立
を支援 

・派遣人数 23人（小学校13人，中学校10人） 
・復帰改善率 65.2％ 
・活動延べ回数 441回 

ＮＰＯとの共働によ
る不登校児童生徒の
保護者支援事業（不
登校よりそいネッ
ト） 

教育委員会とＮＰＯとの共働事業「不登
校よりそいネット」において，子どもの
不登校に悩む保護者などからの問い合
わせに対応する「不登校ほっとライン」
や，「不登校の悩み語り合いませんか」
などの保護者支援事業を実施 

・不登校ほっとライン（問い合わせ窓口）の開設・ 
運営（問い合わせ422件） 

・保護者が悩みや不安を語る場「不登校の悩み語り 
合いませんか」の開催（月１回。243人参加） 

・不登校についての理解を深めるセミナー等を開催
（6回，計173人参加）。 
・NPO・支援団体と関係行政機関がネットワーク連絡 
協議会を実施（年7回） 

・学校での保護者の会開催支援（中学校4校で5回 
実施。46人参加）。 

思春期集団支援事業 心のケアを必要とする不登校やひきこ
もりに悩む思春期後半の子どもに，自立
に向けた場を提供し，専門的な集団支援
を実施 

◯思春期集団支援事業（ピースフル） 
 140回開催 参加者数延べ681人 平均4.9人利用 
◯ひきこもり等に関する面接相談件数52人 
延べ256回 

思春期ひきこもり等
相談事業 

思春期後半のひきこもり，またはひきこ
もり気味の子どもの状況を改善するた
め，思春期訪問相談員の派遣などによる
支援を実施（おおむね２０歳未満を対
象） 

・思春期訪問相談員の派遣回数 延べ30回 
・保護者交流会参加者数 延べ41人 
・ひきこもり講演会参加者数 39人 

ひきこもり地域支援
センターの運営 
（地域思春期相談事
業） 

大学との連携により思春期のひきこも
り地域支援センター「ワンド」において，
ひきこもり状態にあるおおむね１５歳
から２０歳の人を対象に，大学構内のフ
リーなスペースによる集団支援と本
人・家族への相談・支援を実施 

◯居場所活動 
 139回開催 632人 平均4.5人利用 
◯保護者会 実施回数11回，参加者数158人 
◯相談件数 延べ426人 
◯アウトリーチ活動 99回 
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成人期ひきこもり地
域支援センター事業 

成人期ひきこもり者の支援を充実する
ため，支援の核となる「よかよかルーム」
において，相談支援体制を確保するとと
もに，ひきこもり本人の自立の相談・支
援を実施（おおむね２０歳以上を対象） 

・相談事業  総計2,342件   
  電話相談 1,136件， 来所相談 1,071件 
  訪問相談  131件， その他の相談  4件 
・グループ支援 実施回数106回， 
参加者延人数873人 

・ブログやＨＰによる情報発信 
・ネットワーク会議 開催回数3回，参加14団体， 
延べ79人 

若者のぷらっとホー
ムサポート事業 

若者の自律心や社会性の醸成と健全育
成を推進するため，中高生を中心とした
若者が気軽に立ち寄り，自由に過ごすこ
とができる居場所の提供や若者の居場
所を運営する団体への支援を実施 

・新規利用登録者数   72人 
・年間利用者数    631人 
・一日平均利用者数 12.4人 
・助成団体 5団体 

遊び・非行型の不登
校児童の居場所づく
り事業 

学校復帰を目的として，“遊び・非行型”
の不登校児童生徒の居場所をつくり，退
職教員による学習指導などの立ち直り
の支援を実施 

・中学校 3校で立ち直り支援を実施し，指導員 3人
を派遣している。 

子ども・若者活躍の
場プロジェクト 

非行・ひきこもりなど，困難を有する若
者とともに行う農業体験などを通して，
立ち直りや就労等に向けた第一歩を踏
み出す機会を創出 

・農業体験を通して、ひきこもりなどの困難を抱え
る子ども・若者の立ち直り等を支援・農作物の販
売会や交流会等を実施。 

・支援団体 6団体 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策６ 子どもの貧困対策 

施策の概要 

貧困の状況にある子どもが健やかに育成される環境をつくるとともに，教育の機会均等を図るため，子

どもの貧困対策を総合的に推進します。 

教育の支援や，生活の支援，保護者に対する就労の支援など，さまざまな方面から，国や県とも密接に

連携しながら，市の関係部局が連携して取り組みます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・子どもの生活状況等に関する調査を実施するとともに，食事の提供と居場所づくり活動を行う民間団体への支援，

スクールソーシャルコーディネーターの配置などを新たに行い，国の「子供の貧困対策に関する大綱」を踏まえ，

関係部局とが連携し，教育の支援や，生活の支援，保護者に対する就労の支援，経済的支援に取り組んだ。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

スクールソーシャル
ワーカー活用事業
[再掲] 

教育と福祉の両面から，問題を抱える児童
生徒の家庭や学校における環境に働きか
け，関係機関と連携して，児童生徒の問題
の改善を図る 

・配置人数 25人（県費加配１人を含む） 
・相談件数 1,247件 
・介入件数 431件 
・終結件数 278件 
・派遣相談件数 38件 

スクールカウンセラ
ー等活用事業[再掲] 

子どもに関する問題について，早期発見・
早期対応を図り，問題の深刻化を防止する
ため，「心の専門家」であるスクールカウン
セラーなどを市立の中学校・特別支援学
校・高等学校へ配置し，学校の教育相談体
制を充実・強化 

・配置校 73校 
・相談件数 24,009件 
（相談内容：不登校5,564件,学校生活4,349件 
        家庭・家族問題3,312件，その他  

10,784件） 
・１校当たりの相談件数 329件 
・効果 52.9％ 
・離島の中学校２校に，心の教室相談員を配置 

スクールソーシャル
コーディネーター活
用事業 

学校や家庭と連携して，児童生徒の学力の
向上や基本的生活習慣の定着を支援するた
めに，教育委員会をはじめ，関係局や地域・
ＮＰＯ法人などが行う支援事業と児童生徒
をむすぶ。 

・配置人数 3人 
・相談件数 605件 
・介入件数 14件 
・つないだ数 10件 
・ＮＰＯ，学校等訪問件数 335件  

子どもの学びと居場
所づくり事業 

「家」と「学校」に自分の居場所や学習環
境がなく，学習が遅れているという課題を
抱えた生活困窮家庭及び生活保護家庭の子
どもに，「学び」と「社会とのつながり」の
ための居場所を提供し，学習支援と生活や
進路などに関する相談対応，助言・指導を
実施 

・居場所支援 
 登録者47人，延参加人数844人，高校進学率80％ 
・学習に特化した支援 
 登録者46人，延参加人数2,702人， 
 高校進学率100％ 

就学援助 
 

経済的な理由により就学困難な児童生徒の
保護者に対して，給食費，学用品費，修学
旅行費などを援助することにより，児童生
徒が支障なく義務教育を受けることができ
るように支援 

○受給者  小学生    17,501人 
      中学生     8,818人 
       合 計   26,319人 
○支給額  小学生 1,215,224千円 
       中学生   950,135千円 
       合  計 2,165,359千円 
 

特別支援教育就学奨
励費 

経済的な理由により就学困難な特別支援学
級などの児童生徒の保護者に対して，給食
費，学用品費，修学旅行費などを援助する
ことにより，児童生徒が支障なく義務教育
を受けることができるように支援 

○受給者 小学生         732人 
     中学生         218人 
     合 計       950人 
○支給額 小学生    15,677千円 
     中学生     8,408千円 
     合 計     24,085千円 
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実費徴収に係る補足
給付事業 

生活保護世帯に対して，幼稚園・保育所な
どに支払う日用品費や行事参加費などの実
費について助成 

給付対象児童数：354人 

高校進学支援プログ
ラム 

生活保護世帯の中学校３年生の子ども及び
その親に対し，進学費用の準備や学習環境
の確立など高校進学への意識を高めるため
の支援を実施 

・卒業者418人のうち，400人が高等学校等に 
進学した。 

福岡市教育振興会奨
学金 

経済的な理由により高校などへの進学が困
難な生徒に対し，入学資金及び奨学資金を
貸与し，修学を支援 

・経済的な理由により高校などへの進学が困難な生徒に
対し修学を支援。（年間貸与：2,793人） 

子どもの健全育成支
援事業 

生活困窮家庭及び生活保護家庭の有子世帯
に対し，学校など関係機関との連携を図り
ながら，家庭が抱えるさまざまな課題への
取組みや，子どもの就学や進学に係る相
談・支援を行い，将来における社会的・経
済的自立を支援 

支援対象者数281世帯 
 ①受験・進学への意欲がみられた 92件 
 ②不登校の児童・生徒が再び登校できるようになった 

79件 
③保護者の養育姿勢に改善がみられた 39件 

市営住宅におけるひ
とり親家庭や子育て
世帯の優先入居 

市営住宅の定期募集（抽選方式）の申し込
みにあたり，ひとり親家庭や子育て世帯等
に対する優遇制度を実施。また，ひとり親
家庭や子育て世帯を随時募集の申込み要件
のひとつとした。 

○定期募集（抽選方式）において，ひとり親世帯や子育
て世帯の優先入居を実施。 

 ・抽選優遇（一般世帯より抽選番号を多く割振） 
 ・別枠募集（一般世帯とは別に住戸を確保） 
 ・入居時の収入基準を緩和 
○随時募集制度において，ひとり親世帯や子育て（乳幼
児）世帯を申込み要件のひとつとして受け付け。 

ひとり親家庭への支
援 
[再掲] 

ひとり親家庭ガイドブックの発行，家庭児
童相談室，ひとり親家庭支援センターにお
ける支援，男女共同参画推進センターにお
ける相談，市営住宅の優先入居，母子生活
支援施設における自立支援，自立支援教育
訓練給付金事業，高等職業訓練促進給付金
等事業，高等学校卒業程度認定試験合格支
援事業，児童扶養手当，母子父子寡婦福祉
資金貸付事業，ひとり親家庭等医療費助成，
寡婦（夫）控除のみなし適用 

○ひとり親家庭ガイドブックの発行 
平成28年8月に5,000部発行 

○家庭児童相談室 
・母子・父子自立相談  9,273件 
・婦人相談       6,269件 
・家庭・児童相談    14,432件 
○ひとり親家庭支援センターにおける支援 
・生活相談   883人 
・就業相談  2,327人 
・法律相談   102人 
○男女共同参画推進センターにおける相談 
・総合相談：3,366件 
・アミカスDVダイヤル：39件 
・法律相談：196件 
・法律講座（女性向け2回，男性向け1回）：88人 
○市営住宅の優先入居 

定期募集（抽選方式）において，ひとり親世帯や子育
て世帯の優先入居を実施。 

 ・抽選優遇（一般世帯より抽選番号を多く割振） 
 ・別枠募集（一般世帯とは別に住戸を確保） 
 ・入居時の収入基準を緩和 

・随時募集制度において，ひとり親世帯や 
子育て（乳幼児）世帯を申込み要件のひとつとし
て受け付け。 

○母子生活支援施設における自立支援 
・入所世帯数  84世帯 
・入所者数   238人 
○自立支援教育訓練給付金事業 
・支給件数     5件 
・支給総額  210,264円 
○高等職業訓練促進給付金等事業 
・支給件数           104件 
・支給述月数         817か月 
・支給総額    77,352,000円 
○高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 
・支給件数      - 
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○児童扶養手当 
・受給者数  14,738人 
○母子父子寡婦福祉資金貸付事業 
・貸付実績 
  976件  404,820,260円 
・償還実績  
  収入済額 464,976,937円 
  現年度償還率 81.62％ 
  過年度償還率  3.71％ 
○ひとり親家庭等医療費助成 
・対象者数       29,463人 
・１人あたり助成額   31,829円 
・受診件数      213,861件  
・１件あたり助成額   4,385円 
○寡婦（夫）控除のみなし適用 
婚姻歴のないひとり親に対し、保育料等への 
寡婦（夫）控除のみなし適用を実施 

・保育所保育料 37人 

子どもの貧困に関

する実態調査 

子どもや子育て家庭の生活状況を把握す

るための調査を実施 

・調査票の有効回収率 

 小学６年生：82.1%1（10,440票／12,718票） 

 中学３年生：80.8％（ 9,986票／12,365票） 

子どもの食と居場

所づくり支援事業 

子どもへの食事の提供と居場所づくり活

動を行う民間団体への支援を実施 

・助成団体数：14団体 

・助成団体間の情報交換会の実施：1回 

貧困の状態にある

子どもを支えるネ

ット―ワーク構築 

貧困の状況にある子どもを支えるネット

ワークを構築するため、研修会を実施 

・研修会の開催：2回（2校区） 

・参加者数：86名 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策７ 子どもの権利の啓発 

施策の概要 

子どもの権利が真に尊重される社会をつくるため，子どもに関わる職業や子どもの指導に携わる人はも

ちろん，すべての市民が子どもの権利について理解を深めることができるよう，さまざまな機会を捉え

て，「児童の権利に関する条約」の理念の周知や，虐待，体罰，いじめの防止などに向けた啓発活動に

取り組みます。 

また，外国籍などの子どもを含むすべての子どもが，互いに文化を尊重し，違いを認め合いながら，共

に生きる心を育む環境づくりを進めます。さらに，日本語を母語としない子どもが，学校や地域におい

てコミュニケーションを図ることができるよう，日本語の習得の指導・支援を行います。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・すべての市民が子どもの権利について理解を深めることができるよう，地域，学校・保育園，イベント等のさまざ

まな機会を捉えて，「児童の権利に関する条約」の理念の周知や，虐待，体罰，いじめの防止などに向けた啓発活動

を実施した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

地域での人権教育の
推進 

公民館や市民センターなどを中心に，子
どもの人権に関する学習の場の提供や
研修会，講演会などの啓発事業を実施 

○公民館 
・実施回数    546回 
・参加延べ人数 25,654人 
○市民センター 
・実施回数        41回 
・参加延べ人数 6,643人 

学校・保育園などで
の人権教育の推進 

教育活動全体を通した人権教育を教員
及び職員の共通理解・認識のもとに，組
織的・計画的に推進し，子どもの人権感
覚を高め，さまざまな人権問題に取り組
む実践的な行動力を育成 

○学校 
・「人権教育指導の手引き」を新規採用教員に配付し，共通
理解のもとで人権教育を推進した。 

・人権読本「ぬくもり」小学校１・２年生用を改訂し配付。
教育課程に位置づけて指導に活用するよう通知した。 

○保育所 
・公立，私立，公私立合同で研修会を実施。        
 研修回数928回 参加延べ人数20,339人。 

人権啓発センター事
業の推進 
 

市民一人ひとりの人権が真に尊重され
る社会の実現を目指して，人権について
の啓発，情報提供，相談などの事業を実
施 

○人権を尊重する市民の集い 
【博多区】参加人数：376人 
【早良区】参加人数：312人 
【中央区】参加人数：357人 

○セミナー等 
 内容：映画の上映及び監督の講演 
参加人数：167人 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標１ 子どもの権利を尊重する社会づくり 

施策８ 子どもの社会参加の促進 

施策の概要 

すべての大人が，子どもの発達段階に応じて，その意見を考慮すべきであることを理解し，まちづくり

や子どもに関係する事業について，子どもが意見を表明する機会を確保し，子どもの意見を反映するよ

う努めます。 

また，子どもを社会の一員，責任ある「一人の市民」として尊重し，その主体的な活動を促進します。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・都市公園などの整備において，ワークショップなど住民参加型の手法を用いて子どもの意見も含む多様なニーズを

踏まえた整備を実施した。 

・子どもを社会の一員，責任ある「一人の市民」として尊重し，その主体的な活動を促進するため，子どもたち自ら

が企画・立案したユニークで夢のある行事や活動の実施を支援した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

子どもの夢応援事業 
[目標３－１－(1)の
一部再掲] 

子どもの社会性や自律性の育成及び地域で
子どもを育む活動の活性化に向け，子ども
たち自らが企画・立案したユニークで夢の
ある行事や活動を支援するため，活動経費
の一部を助成。 

・25件実施。 
（校区内交流キャンプ5件 
体験学習，自然体験活動11件， 

 スポーツ，文化活動4件 
  地域世代間交流5件） 

公園再整備事業 
[目標３－３－(4)の
再掲] 

都市公園などの再整備において，見通しの
確保などにより子どもが安心して遊べる空
間づくりや親も安心してそれを見守り快適
に時間を過ごすことができる公園内の居場
所の確保，子どもが多様な遊びができる場
づくりを推進 

・再整備 39公園 
 

身近な公園整備事業 
[目標３－３－(4)の
再掲] 

地域住民からより愛着を持って親しまれる
公園を目指して，ワークショップなど住民
参加型の手法を用いて身近な公園の整備を
進めるとともに，多様な公園ニーズへの対
応を促進 

・整備 7公園 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策１ 幼児教育・保育の充実 

施策の概要 
「子ども・子育て支援新制度」を踏まえ，質の高い教育・保育の確実な提供に向けた体制・人材の確保

や，保護者のニーズを踏まえた多様な保育サービスの充実，教育・保育の質の向上などに取り組みます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・待機児童の解消に向け，保育所等の新設や増改築の他，小規模保育事業の認可など，多様な手法により1,838

人分の整備を進めた。 

・様々な就労形態に対応する夜間保育や延長保育，病気やその回復期にある乳幼児等を一時的に保育する病児・

病後児デイケア事業及び，子育ての負担感を軽減する一時預かり事業の実施など，多様な保育サービスを継続

して実施した。 

・保育所の増加等に伴い必要な保育士等を確保するため，引き続き，潜在保育士等の就職支援などを実施した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

保育所等整備の推進 地域の保育需要に応じ，多様な手法により保育所
等の整備に取り組む。 

・1,838人分定員増 

福岡市子育て支援コ
ンシェルジュ 

各区に福岡市子育て支援コンシェルジュを配置
し，保護者に対して，個々のニーズに合った教
育・保育サービスなどについての情報提供や相談
を実施 

・箇所数（人数） 9 
・相談件数 10,092件 
・入所保留世帯へのアフターフォロー 180件 
・教育・保育サービスの情報収集 617件 
・入所につながったケース 414件 

保育士就職支援事業 
 

保育士・保育所支援センターでの就職あっせん
や，就職支援研修会，ハローワークなどと連携し
た潜在保育士の就職支援，学生への就職支援・相
談会などを実施 

・就職成立    103人 
・就職支援研修会 7回 
 うち就職成立  24人 

※研修会における成立数は上記就職成立数に
含まれる 

延長保育 
（時間外保育事業） 

保護者の就労形態の多様化による保育時間の延
長に対する需要に対応するため，延長保育を実施 

・実施施設 214か所 
・利用人数 8,662人 

休日や夜間の保育 
 

就労形態の多様化に伴い，保護者が日曜・祝日や
夜間などに就労することにより，休日や夜間にお
いて保育が必要な場合の保育需要に対応 

・実施施設（休日保育） 6か所 
・実施施設（夜間保育） 2か所 
 

病児・病後児デイケ
ア事業 

保育所などへ通っている子どもが病気の際，保護
者が仕事の都合などで看病できない場合に，病児
デイケアルームで一時預かりを実施 

・実施施設  19か所 
・利用延べ人数 27,867人 

一時預かり事業 保護者が冠婚葬祭や通院，リフレッシュなど必要
な時に，乳幼児を一時的に預かることで，保護者
の子育てに関する不安感・負担感を軽減し，虐待
防止と児童の健全育成を推進 

・ 実施施設 
一時預かり8か所 
一時保育  28か所 

子育て支援短期利用
事業 
（子どもショートス
テイ） 

保護者が病気などで家庭での養育が一時的に困
難な子どもについて，児童養護施設などで短期間
の預かりを実施 

・実施施設  6か所 
・利用延人数  342人 

障がい児保育 発達に遅れがある、または心身に障がいを有する
子どもを保育所などに受け入れ、健常児とともに
統合保育を実施し、健全な成長発達を促進するな
ど、障がい児の福祉の増進を図る 

・全園で実施（平成28年度実受入園 180か所）  
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保育所職員等研修事
業 

保育の質の向上を図るため，保育内容や保健衛
生，給食等の保育に必要な専門的知識や技術を取
得できるよう，新人や中堅，ベテランに区分した
保育士研修，園長研修，各区別研修等を実施。 

・実施回数 111回 
・参加人数 延べ10,658人 

保幼小連携教育の充
実 

教員などの参観や意見・情報交換などを行う合同
研修を実施するとともに，各校種間の連携のあり
方について意見交換を行うため，幼稚園，保育所，
小学校，中学校などの代表者による「保・幼・小・
中連絡協議会」を設置 
 

・保・幼・小・中連絡協議会 3回開催 

園庭開放，園行事の
地域開放など 

地域に開かれた社会資源として，保育所の有する
専門的機能を地域のために活用していくことを
目的とし，地域の子ども，子育て家庭，高齢者と
の交流を支援 

・園庭開放実施園数 127園 
 

保育士就労継続支援
事業 

保育士不足が深刻な中で，保育士確保と併せて，
就労継続を支援するため，弁護士及び社会保険労
務士による相談窓口を設置し，現役保育士の就労
関係等の悩みに対応することで就労支援を図る
もの。 

弁護士会：面談，第2・4日曜 
社会保険労務士会：面談及び電話相談，第3日曜 
・相談件数 弁護士会     3件 
      社会保険労務士会 5件  計8件 

保育士の人材確保事
業 

保育士不足が深刻な中で，国から保育人材確保の
ための取組の推進等として打ち出された「保育所
等における業務効率化推進事業」，「未就学児を持
つ潜在保育士に対する保育所復帰支援事業」及び
「潜在保育士の再就職支援事業」を活用して保育
所の勤務環境の改善を図るとともに，潜在保育士
の堀り起し・確保の強化を図るもの。 

・業務効率化推進事業実績 
 保育業務支援システム導入    106か所  
 事故防止等のためのカメラ導入    69か所 
・貸付実績 
 保育料の一部貸付  38人 
 就職準備会貸付   17人 

子育て支援員等研修
事業 

地域型保育事業等の従事者として必要な知識等
を修得し、子育て支援員として家庭的保育事業、
小規模保育事業、事業所内保育事業等で働く人材
を確保する。 

・平成28年8月及び12月に研修実施。  
8月実施：79人受講、内60人に修了証書発行 
12月実施：97人受講、内88人に修了証書発行 

計176人受講、 148人に修了証書発行 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策２ 母と子の心と体の健康づくり 

施策の概要 

母親と子どもの心と体の健康を守るため，妊娠・出産期から，切れ目のない支援を行うとともに，小児

医療や食育の充実を図ります。特に，育児不安が強い出産後早期の支援や，妊娠・出産・育児に関する

情報提供などにより，母子保健施策の充実を図ります。また，不妊に悩む人への支援を行います。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・母親と子どもの心と体の健康づくりの推進や乳幼児の虐待予防の強化を図るため，妊婦健康診査に対する公費

助成や乳幼児健康診査、新生児訪問や新生児の先天性代謝異常検査を継続して実施した。 

・子どもを望む夫婦に対する特定不妊治療費助成事業について，引き続き，初回分の費用への助成や男性不妊治

療への助成に取り組んだ。 

・新たに産後サポート事業を開始し，産後早期の母子に対して心身のケアや育児サポート等を通じて，育児不安

や育児負担の軽減を図り，産後も安心して子育てができる環境整備を行った。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

妊婦健康診査 妊婦及び胎児の健康管理の充実を図るため，委
託医療機関にて健康診査を実施 

・妊婦健康診査受診者数  延べ 182,873人 

乳幼児健康診査 
 

４か月児，１歳６か月児，３歳児を対象に保健
福祉センターで医師などによる総合的健康診
査，及びその結果に基づく保健指導を実施。ま
た，10か月児を対象に委託医療機関による健康
診査を実施し，乳幼児の健康管理の向上を図る 

・乳幼児健康診査受診者数 
    4か月児     14,440人 
   10か月児      13,379人 
    1歳6か月児 14,441人 
    3歳児       14,070人 

妊婦歯科健康診査 
 

女性の生涯を通じた歯と口の健康，及び，赤ち
ゃんの健やかな成長のため，妊婦を対象とした
歯科検診を委託歯科医療機関で実施 

・妊婦歯科健康診査 4,282人 

乳幼児歯科健康診査 
 

保健所及び幼稚園に通園する乳幼児の歯科疾
患の早期発見・治療の指導を行うため，委託歯
科医療機関が保育所・幼稚園で歯科健康診断を
実施 

・乳幼児歯科健康診査 49,005人 

障がい児歯科健康診
査 
 

障がい児の早期からのむし歯などの歯科疾患
を予防し，かかりつけ歯科医を持つことを目的
に，歯科健診を委託歯科医療機関で実施 

・障がい児歯科健康診査 11人 

母子巡回健康相談 母親の妊娠，出産，育児に関する不安や悩みを
解消するとともに，子どもの健全育成を図るた
め，公民館などの市民の身近な場所で母子巡回
健康相談を実施し，健康相談や「親子歯科保健
教室」などの健康教育を実施 

・母子巡回健康相談相談総数 18,139件 

 

母子保健訪問指導 妊産婦・新生児・未熟児等に対して，母子訪問
指導員や校区担当保健師などによる訪問指導
を実施 

・妊産婦：延べ13,559人 
・新生児(全戸)：実12,778人 
・未熟児：延べ1,813人 

ブックスタート事業 ４か月児健診時に絵本を配布し，ボランティア
による絵本の読み聞かせなどを通じて，親子が
相互に語りかけることの大切さ，楽しさを伝
え，よりよい親子関係を築いてもらうとともに
読書活動を促進 

・ブックスタート事業 14,440人 
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母親の心の健康支援
事業 

妊産婦や新生児に対する母子保健訪問指導に
おいて，身体の状況，母親の心の健康状態の把
握に努め，継続的な支援が必要な場合には，助
産師及び保健師による継続訪問を行い，育児不
安が強い場合は「こども家庭支援員」を派遣し，
支援を実施 

子ども家庭支援員派遣  延べ1,359人 

こんにちは赤ちゃん
訪問事業[再掲] 

民生委員・児童委員が，赤ちゃんの生まれた家
庭を訪問し，地域の子育て支援の情報提供など
を実施 

・面会数 11,411件 
・訪問時に赤ちゃん誕生のお祝い品を配付 

食育推進 「第３次福岡市食育推進計画」に基づき関係
局・区，関係団体等との連携により全市的な食
育の推進及び普及啓発を図る 
 

・「第３次福岡市食育推進計画」の策定・推進 
・食育推進会議の開催 1回 
・親と子の料理教室 実施7回，参加者数283人 

各区における食育推
進事業 

母子巡回健康相談や子育てサロン，乳幼児ふれ
あい学級の場などを活用し，乳幼児や学童の食
育を推進 
 

・区において，出前講座，食育講座，料理講習会， 
親子料理教室，個別相談会等を実施。 

離乳食教室など 乳幼児の健全な発育と健康の保持増進をねら
いとして乳児のよい食習慣の確立を図るため，
上手な離乳食の進め方や作り方，与え方につい
て実演・試食を伴う指導を実施 
 

・離乳食教室 94回，指導者数3,321人 

保育所・幼稚園など
での食育の推進 

発育発達に応じた給食の提供、給食などを活用
した食育活動（季節の食材、行事食、給食の展
示、食事のマナーなど）を実施。また公民館な
どでの乳幼児の保護者対象の調理実習により
子どもの食事についての悩みなどへの支援を
実施 
 

・食育年間計画の作成98％ 
・園児に対しての取りくみ（献立食材紹介95％，食
事マナー91％，衛生について89％，栄養82％，食
文化81％） 

・保護者に対する取組（給食展示96％，食育だより
88％レシピ配付87％） 

・公民館での乳幼児食実習57回1,304人 

学校等における食育
の推進 

基本的生活習慣の定着を図るため，栄養教諭を
中核とした学校における食育を推進 

・小学校143校 
・中学校69校 
・特別支援学校7校 

特定不妊治療費助成 子どもを望む夫婦に対し，高額の医療費がかか
る保険適用外の特定不妊治療費の一部を助成。
また，不妊に関する悩みについて専門医師また
は助産師などによる個別相談（予約制）を実施 

・平成26年度以降に初めて申請する方（治療開始時
40歳未満）の助成回数の変更⇒43歳になるまでに
通算６回 

・平成28年１月20日以降に治療終了した治療費に
ついて初回治療は上限30万円，男性不妊治療は上
限15万円の助成拡充 

・助成件数 1,864件 
うち，初回治療 676件，男性不妊 36件 

産後サポート事業 ・産後ケア事業 
生後４か月未満の乳児と産後，家族からの支
援を十分に得られない母を対象に委託事業
所に宿泊又は通所させ，母体・乳児ケア，カ
ウンセリング等の心身のケア等を行う。 

・産後ヘルパー事業 
生後６か月未満の乳児と産後，家族からの支
援を十分に得られない母を対象に，委託事業
所がヘルパーを派遣し，家事援助や育児援助
を行う。 

・産後ケア事業延利用日数 66日 
・産後ヘルパー派遣事業延利用回数 283回 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策３ ひとり親家庭への支援 

施策の概要 

ひとり親家庭が安心して子育てを行うことができるよう，それぞれの家庭が抱える問題についての相談

にきめ細やかに対応するとともに，子育てと仕事の両立など，自立に向けた支援を行います。また，貧

困の問題を抱える家庭も多いことから，教育や生活の支援，保護者の就業の支援，経済的支援などにつ

いて，関係機関と連携して取り組みます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・ひとり親家庭の生活の安定と向上のため，ひとり親家庭支援センターでの就業相談や自立支援プログラム策定事業，

自立支援給付金事業など，就業や自立に向けた支援を継続して実施した。 

・ひとり親家庭実態調査を実施するとともに，新たにひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業を開始し就労支援

の拡充を図った。 

・子育てにかかる経済的負担の軽減を図るため，児童扶養手当の支給等を実施した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

ひとり親家庭ガイド
ブックの発行 

ひとり親家庭向けの施策をまとめたガイド
ブックを発行し，施策の周知を図る 

・5,000部発行 

家庭児童相談室 
 

区役所（保健福祉センター）家庭児童相談
室において，母子・父子自立相談，婦人相
談，家庭・児童相談を実施 

・母子・父子自立相談  9,273件 
・婦人相談       6,269件 
・家庭・児童相談    14,432件 

ひとり親家庭支援セ
ンターにおける支援 

ひとり親家庭支援センターにおいて各種相
談（生活，就業など），法律相談（養育費の
取り決め，親権，金銭問題など）を行うほ
か，就業に結びつく可能性の高い技能・資
格の取得に向けた就業支援講習会，養育費
セミナー自立支援プログラムの策定などを
実施 

・生活相談          883人 
・就業相談         2,327人 
・法律相談          102人 
・就業支援講習会受講者数   372人 
・自立支援プログラム策定件数  59件 

男女共同参画推進セ
ンターにおける相談 
 

各種相談（総合相談，アミカスＤＶダイヤ
ル，法律相談，男性相談）及び法律講座（親
権，面会交流，養育費）を実施 

・総合相談           3,366件 
・アミカスDVダイヤル         39件 
・法律相談             196件 
・法律講座（女性向け2回，男性向け1回） 88人 

市営住宅におけるひ
とり親家庭や子育て
世帯の優先入居 
 

市営住宅の定期募集の申し込みにあたり，
ひとり親家庭に対して抽選の優遇制度を適
用する。また，ひとり親家庭を随時募集の
申込み要件のひとつとした。 

○定期募集（抽選方式）において，ひとり親世帯や子
育て世帯の優先入居を実施 

  ・抽選優遇（一般世帯より抽選番号を多く割振り） 
  ・別枠募集（一般世帯とは別に住戸を確保） 
  ・入居時の収入基準を緩和 
○随時募集制度において，ひとり親世帯や子育て（乳
幼児）世帯を申込み要件のひとつとして，受付 

母子生活支援施設に
おける自立支援 

母子家庭などを入所させ保護するととも
に，自立促進のためにその生活を支援し，
あわせて退所した者に対する相談，援助を
実施 

・入所世帯数   84世帯（平成29年３月１日現在） 
・入所者数   238人（平成29年３月１日現在） 

自立支援教育訓練給
付金事業 

ひとり親家庭の親が能力開発のために教育
訓練講座を受講し修了した場合に，受講料
の６割，最高20万円までの給付金を支給 

・支給件数       5件 
・支給総額    210,264円 

高等職業訓練促進給
付金等事業 

ひとり親家庭の親が看護師などの就職に有
利な資格を取得するため，養成機関において
１年以上修業している場合に，３年間を上限
に促進費を支給 

・支給件数           104件 
・支給述月数         817か月 
・支給総額      77,352,000円 

高等学校卒業程度認
定試験合格支援事業 

ひとり親家庭の親が高卒認定試験合格のた
めの講座を受講する費用の一部を助成 

・支給件数      - 
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児童扶養手当 ひとり親家庭などの生活安定と自立を促進
するため，18歳に達する日以降の最初の３
月 31日まで（障がい児については 20歳未
満）の子どもを監護しているひとり親家庭
の父または母，もしくは養育者に手当を支
給 

・受給者数  14,738人(平成29年3月末現在) 

母子父子寡婦福祉資
金貸付事業 

母子，父子，寡婦世帯の生活の安定と，そ
の扶養する子どもの福祉の増進を図るた
め，原則，無利子で修学資金・就学支度資
金などの貸付を実施 

○貸付実績 
 976件        404,820,260円 

○償還実績  
・収入済額       464,976,937円 

  ・現年度償還率         81.62％ 
   ・過年度償還率          3.71％ 

ひとり親家庭等医療
費助成 

ひとり親家庭の親と子ども，父母のない子
どもの保健の向上と福祉の増進を図るた
め，医療費を助成（児童扶養手当に準拠し
た所得制限あり） 

・対象者数           29,463人 
・１人あたり助成額       31,829円 
・受診件数          213,861件  
・１件あたり助成額       4,385円 

寡婦（夫）控除のみな
し適用 

婚姻歴のないひとり親に対し，保育料等へ
の寡婦（夫）控除のみなし適用を実施 

・保育所保育料           37人 

ひとり親家庭高等職
業訓練促進資金貸付
事業 

高等職業訓練促進給付金を活用して就職に
有利な資格の取得を目指すひとり親家庭の
自立の促進を図るため，入学準備金，就職
準備金の貸付を実施 

・貸付実績 
 入学準備金 15件 

ひとり親家庭実態調
査 

ひとり親家庭の生活実態及び要望事項等を
把握し，今後のひとり親家庭福祉施策の充
実及びその効果的推進を図るための基礎資
料を得ることを目的に実施 

・調査票の有効回収率 
 母子家庭 43.9%（1,141票／2,600票） 
 父子家庭 40.1%（561票／1,400票）  
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策４ 子育て家庭への経済的な支援 

施策の概要 

子育てにかかる経済的負担を軽減するため，中学校卒業までの子どもを対象に児童手当を支給するとと

もに，子どもの健やかな成長を願い，安心して医療機関を受診できるよう，子どもに対する医療費の助

成拡充を行うほか，教育・保育にかかる費用を助成するなど，経済的な支援を行います。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・子育てにかかる経済的負担の軽減を図るため，児童手当を支給した。 

・子ども医療費助成制度については，平成28年１月に入院医療費に係る費用の助成対象を中学校３年生まで拡大し，

平成28年10月には通院医療費に係る費用の助成対象を小学校６年生まで拡大した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

児童手当 家庭などにおける生活の安定と次代の
社会を担う子どもの健やかな成長を支
援するため，子どもを養育する者に手当
を支給（国内に住所を有する者が，中学
校修了前（15 歳）までの子どもを監護
している場合に支給） 

○受給者数124,041人 
 

子ども医療費助成 
 

子どもの健やかな成長を願い，安心して
医療機関で受診できるよう医療費を助
成（通院：小学校６年生まで，入院：中
学校３年生までを対象に，健康保険の診
療対象となる医療費の自己負担相当額
を助成。一部自己負担あり。所得制限な
し。） 

○対象者数                     193,024人 
1人あたり助成額20,745円 

○受診件数          1,311,462件 
1件あたり助成額              3,053円                           

 

就学援助 
[再掲] 

経済的な理由により就学困難な児童生
徒の保護者に対して，給食費，学用品費，
修学旅行費などを援助することにより，
児童生徒が支障なく義務教育を受ける
ことができるように支援 

○受給者  小学生              17,501人 
      中学生              8,818人 
       合  計          26,319人 
○支給額  小学生        1,215,224千円 
       中学生          950,135千円 
       合  計       2,165,359千円 

特別支援教育就学奨
励費 
[再掲] 

経済的な理由により就学困難な特別支
援学級などの児童生徒の保護者に対し
て，給食費，学用品費，修学旅行費など
を援助することにより，児童生徒が支障
なく義務教育を受けることができるよ
うに支援 

○受給者 小学生                732人 
     中学生                 218人 
     合 計                950人 
○支給額 小学生         15,677千円 
     中学生          8,408千円 
     合 計           24,085千円 

実費徴収に係る補足
給付事業 
[再掲] 

生活保護世帯に対して，幼稚園・保育所
などに支払う日用品費や行事参加費な
どの実費について助成 

○給付対象児童数          354人 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策５ 仕事と子育ての両立に向けた環境づくり 

施策の概要 

男女が共同で子育てを行う意識の醸成を図るとともに，働き方の見直しやワーク・ライフ・バランスの

充実について，市民や事業者などへの働きかけを行います。また，社会全体で子どもや子育てをバック

アップしていく運動の普及に取り組みます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・毎月１日～７日を“「い～な」ふくおか・子ども週間♡”とし，社会全体で子どもたちをバックアップする運動の普

及・啓発に取り組んだ。 

・男女が共同で子育てを行う意識の醸成を図るとともに，働き方の見直しやワーク・ライフ・バランスの充実につい

て，市民や事業者などへの働きかけを行うため，男性向けセミナーや企業向けのワーク・ライフ・バランスセミナ

ーの実施などに取り組んだ。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

男女共同参画推進セン
ターによる啓発 

男女共同参画に関する啓発の一
環として，子育てに関連した講
座などを実施 

○男性カレッジの実施 
・父親と子ども向けお箸づくり講座（参加者数：52人） 
・男性向け料理教室（参加者数：24人） 
・男性向け子どもの写真撮影入門講座（参加者数：33人） 
○父親と子ども向け料理教室の実施 

（２回実施，参加者数：計46人） 

社会貢献優良企業優遇
制度 
 

次世代育成・男女共同参画支援
事業を実施する社会貢献度の高
い企業を認定し，契約を行う際
は優先的に指名するなどの優遇
制度を実施 

・認定企業：109社 
・認定期間：Ｈ28.8.1～Ｈ31.7.31 

女性活躍推進事業 
（旧：ワーク・ライフ・
バランス推進事業，） 
 

企業のワーク・ライフ・バラン
スや，働く場における女性の活
躍を推進するため，セミナー等
を開催するとともに，再就職を
目指す女性や，働く女性向けの
スキルアップ講座等を実施 

○女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動計画策定支援セミ
ナー＆相談会」の実施（97社110人） 
○「ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業 見える化サイト」の開設 
○再就職を目指す女性向け講座の実施（参加者数38人） 
○お仕事再開応援フェスタ（参加者数：113人） 
○リーダーを目指す女性向け講座の実施（参加者数：64人） 
○企業向け講演会の実施（参加者数：273人） 
○男性カレッジの実施 
・父親と子ども向けお箸づくり講座（参加者数：52人） 
・男性向け料理教室（参加者数：24人） 
・男性向け子どもの写真撮影入門講座（参加者数：33人） 
○父親と子ども向け料理教室の実施 
（２回実施，参加者数：計46人） 

女性の活躍推進 
 

企業における女性の登用を促進
するため，関連団体と連携し，
女性リーダーを育成する講座や
講演会などを実施 

平成28年度から女性活躍推進事業に統合 

市民や企業と共働した
子育て支援 

“「い～な」ふくおか・子ども週
間♡”の普及啓発を図るととも
に，「子ども参観日」を実施 

・賛同企業・団体数 
1,028企業・団体（平成29年3月31日現在） 

・子ども参観日実施企業・団体数 
 23企業・団体（福岡市役所含む） 

少子化対策強化推進事
業 

社会全体で子育てを見守り支え
る機運醸成や、若い世代のライ
フプラン作成の支援などを実施 

・交通広告等やイベントによるキャンペーン等の実施 
・学生向けライフプランセミナーを実施（34回，3,198人） 
・企業担当者向けライフプランセミナーを実施（2回，31社） 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策６ 子育てを支援する住まいづくり・まちづくり 

施策の概要 

安心して子どもを生み育てることができるよう，良質な住まいづくりのための情報提供を行うととも

に，子育て世帯の居住を支援する施策を推進します。 

また，市民，事業者，行政のそれぞれが，ユニバーサルデザインの理念に基づいた取組を進め，子ども

や子ども連れの人，妊産婦などが安心して外出し，安全で快適に過ごせるバリアフリーのまちづくりを

進めます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調  

・乳幼児親子が外出しやすい環境づくりを進めるとともに，授乳やオムツ交換のできる施設を「赤ちゃんの駅」とし

て登録するなど子育てしやすいまちづくりを推進した。 

・安心して子どもを生み育てることができるよう，新婚・子育て世帯を対象とした家賃助成による居住支援を推進し

た。 

・バリアフリー重点整備地区内における生活関連経路やその他の道路について，バリアフリー化を推進した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

都心部新婚・子育て世帯
住まい支援事業 

子育て支援及び都心部のコミュニテ
ィの活性化を図るため，都心部の公
社借上特定優良賃貸住宅のストック
を活用し，新規入居の新婚・子育て
世帯を対象とした家賃助成による居
住支援を推進 

○対象団地13団地515戸枠に対し，入居実績162戸 

新婚・子育て世帯等が安
心して住める市営住宅
の整備 
 

新婚・子育て世帯などが安心して子
どもを生み育てることができるよ
う，ユニバーサルデザインの視点に
立った市営住宅の整備を推進すると
ともに，大規模な市営住宅の建替に
際して，子育て施設などを誘導 

○ユニバーサルデザインの視点に立った市営住宅の整備 
・市営住宅の建替 着手 313戸 
・市営住宅の改善 住戸改善着手 360戸 

道路のバリアフリー化
の推進 

妊婦，ベビーカー利用者や子ども，
高齢者，障がいのある人など，誰も
が安心して利用できるバリアフリー
化された歩行空間の整備を推進 

○バリアフリー重点整備地区内における生活関連経路やそ
の他の道路について，バリアフリー化を実施。 

 ・生活関連経路の整備率     81.0% 
 ・歩道のフラット化整備率      28.8%  

公共交通バリアフリー
化促進事業 

すべての鉄道やバスなどの公共交通
利用者が安全かつ円滑に移動できる
よう，交通事業者が行う鉄道駅のバ
リアフリー化やノンステップバスの
導入について，その整備費用の一部
に補助を行い，バリアフリー化を促
進 

○ノンステップバス導入補助（87台） 

バス利用環境の改善 バスの利便性向上を図るため，バス
事業者などに対し，バス停における
上屋やベンチの設置を促進するとと
もに，道路管理者としても，「ユニバ
ーサル都市・福岡」の実現のため，
バス事業者などと役割分担を図りな
がら，バス停における上屋及びベン
チの設置を推進 

○バス事業者については，市域内のバス停において，上屋
を11か所，ベンチを13か所設置。 

○道路管理者については，市域内のバス停において，上屋
及びベンチを2か所設置。 

○地域団体については，市域内のバス停において，ベンチ
を2か所設置 

「赤ちゃんの駅」事業 乳幼児親子が外出しやすい環境づく
りを進めるとともに，地域社会全体
で子育て家庭を支える意識の醸成を
図るため，授乳やオムツ交換のスペ
ースがある施設を「赤ちゃんの駅」
として登録し，各施設のシンボルマ
ーク掲示を促進 

○登録施設数 357施設（平成29年３月末現在） 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり 

施策７ 子どもや子育て支援に関する情報提供 

施策の概要 

「ふくおか・子ども情報」ホームページやメールマガジン，冊子「子育て情報ガイド」，市政だよりな

ど，さまざまな媒体を活用し，子育て支援や施設に関する情報のほか，団体・サークル，イベントに関

する情報など，官民を問わず子どもや子育てに関するさまざまな情報を，分かりやすく市民に提供しま

す。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調  

・「ふくおか・子ども情報」ホームページやメールマガジン，冊子「子育て情報ガイド」，市政だよりなど，さまざま

な媒体を活用し，子育て支援や施設に関する情報のほか，団体・サークル，イベントに関する情報など，官民を問

わず子どもや子育てに関する情報を，市民に提供した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

子ども情報提供 ホームページ「ふくおか・こども
情報」の管理・運営や，「ふくおか
子育て情報ガイド」の発行など，
子どもに関する行政や民間のさま
ざまな情報を広く市民に提供 

冊子「ふくおか子育て情報ガイド」の作成・配布（26,000冊） 
ホームページ「ふくおか子ども情報」の管理運営 
子育てメールマガジンの配信，FaceBookでの情報発信等 

各区子育て情報マッ
プ 

各区の子育て情報マップを作成・
配布 

子育て情報マップ等を各区で作成し，窓口等で配布 
 

転入世帯への子育て
情報提供 
 

転入時などに区の子育てに関する
情報を提供するとともに，必要に
応じて各相談窓口などを紹介 

児童手当の手続き時に，各区の窓口で「ふくおか子育て情報ガ
イド」を配付するなどの情報提供を実施 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策１ 地域全体で子どもを育む環境づくり 

施策の概要 
地域全体で子どもと子育て家庭を見守り支える環境をつくるため，子育て支援のネットワークづくり

や，地域における人材の育成などに取り組みます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調  

・地域全体で子どもを見守り育んでいく活動の一環として，民生委員・児童委員が赤ちゃんの生まれた家庭を訪問し，

子育て情報を提供する，こんにちは赤ちゃん訪問事業を継続して実施した。 

・地域子ども育成事業などを通じ，地域の子どもを育むネットワークづくりの促進を図るとともに，ファミリー・サ

ポート・センター事業を継続して実施し，地域の中で行う育児の相互援助活動を支援した。 

・障がいのある子どもと居住する地域との交流を深める活動に取り組んだ。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

地域子ども育成事業 地域の子どもを育む力の回復を目
指して，地域の大人の意識変革，
子どもを育む活動の活性化やネッ
トワークの再生に取り組み，子ど
もたちを健やかに育む環境づくり
を推進 

・育みネット支援事業…13校区（累計126校区） 
・研修講師派遣事業 …23団体 
・遊びの達人派遣事業…47団体 
・子どもの夢応援事業…25団体 

地域ぐるみの子育て
ネットワークづくり 
 

子育て交流サロン・サークルへの
訪問，支援を行うとともに，地域
における子育て支援活動を支援
し，連携を図る。また，区内の小
学校，保育所などのほか，主任児
童委員や民生委員との情報交換を
実施 

各区において，下記の取組みなどを実施 
・子育て交流サロン・サークルへの訪問・相談対応 
・小中学校，保育所・幼稚園，地区民児協の場に出向き，子育
て支援ネットワークづくりの啓発や個別相談対応 

・子育て不安解消・虐待防止強化等を目的に関係機関と情報交
換等の実施 

ファミリー・サポー
ト・センター事業 
 

地域において，育児を援助したい
人と援助を受けたい人の会員組織
をつくり，会員同士が助け合う相
互援助活動を推進 

・会員数    7,511人 
・活動回数  13,956回 

こんにちは赤ちゃん
訪問事業 

民生委員・児童委員が，赤ちゃん
の生まれた家庭を訪問し，地域の
子育て支援の情報提供などを実施 

・面会できた家庭 11,411家庭（77.4％） 

育児サークル交流会 
 

育児サークル代表者を対象に，活
動に役立つ親子遊びなどの紹介や
サークル同士の情報交換を行い，
ネットワークづくりとサークル運
営の強化を図る 
 

各区において，下記の取組みなどを実施 
・育児サークル関係者が参加する交流会及び親子遊びの実施 
・各サークルの活動状況を冊子にまとめ，全サークルに配布し，
紙面による交流を実施 

・各校区で活動している育児サークル代表者の交流会に参加し，
情報交換等を実施 

特別支援学校児童生
徒地域交流事業 

障がい児や特別支援教育に対する
認識や理解を深め，地域社会にお
ける障がい児の受け入れ体制の整
備を図るため，特別支援学校で学
ぶ児童生徒と地域の小・中学校で
学ぶ児童生徒やその保護者との交
流活動を実施 

 
※平成27年度で事業終了 
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ふくせき制度 
（交流及び共同学習） 

特別支援学校に在籍する児童生徒
と居住する地域とのつながりを深
めるため，居住する地域の小・中
学校に副次的に籍を置き，交流を
実施 
 

○ふくせき制度に基づく入学式参加者 
・小学部  12人 
・中学部   4人 

○居住地校交流を行っている児童生徒 
・小学部 173人 
・中学部  14人 

子ども会育成連合会
の支援 

市及び区子ども会育成連合会の行
う事業（体育，文化，ジュニアリ
ーダー育成）に対して助成を行い，
子ども会活動の振興を図る。 

・市及び区子ども会育成連合会に対し，補助金の交付や活動の
側面的支援などを実施 

子ども会などの活動
支援 
（ジュニアリーダー
の育成） 

子どもの活動などを支援する中
学・高校生のジュニアリーダーを
育成するため，市子ども会育成連
合会と共催で研修を実施 

・研修回数 年３回 
・延べ参加者数 58人 

ＰＴＡの活動支援 家庭と学校と地域を結ぶ存在とし
て，ＰＴＡの自主的な会員相互の
学習や活動を支援するため，研修
会や研究集会を開催 

○ＰＴＡ指導者研修 
・研修講座（区で実施）       15回， 5,068人参加 
・研究集会（区で実施）      14回， 3,516人参加 
・単位ＰＴＡ人権教育研修     499回，20,101人参加 
・指導資料「歩みつづけるＰＴＡ」作成・配布     6,900部 
・パンフレット「わたしたちのＰＴＡ」作成・配布 15,200部 

プレイワーカー育成
事業 

放課後等の遊び場づくり事業（通
称：わいわい広場）及び子どもを
対象とする遊びや活動の充実・発
展に資する人材の養成を図るた
め，基本的な知識及び技術の研修
を実施するとともに，わいわい広
場に受講生を派遣するなどの支援
を実施 

○プレイワーカー養成講座 
・５日間実施 
・修了者28人 
○学生プレイワーカー育成講座 
・講習会を毎月1回（8月除く）実施 
・現場実習を18校延べ115日実施 
  （延べ297人派遣） 

子育てサポーター養
成講座 

地域での子育て支援に取り組むた
めの子育て交流サロンを自主運営
する子育てサポーターの養成並び
に育成を目的に実施。 

・実施館数        8館 
・実施回数       15回 
・参加延べ人数  326人 

子育て交流サロン・サ
ークルリーダー養成
講座 

子育て交流サロン・サークルのリ
ーダーの研修会や交流会を通し
て，地域ぐるみで子育てを支援す
る体制づくりを推進 

・各区において，子育て交流サロンや子育てサークル，子ども
プラザ等で活動するボランティアの新規養成講座やリーダー
養成講座，関係者の交流会を開催 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策２ 子どもの健やかな成長を支える取組 

施策の概

要 

地域において，子どもの豊かな心を育むための取組や，家庭の子育て力の向上に向けた取組を推進しま

す。また，子どもが放課後などに安全に過ごせる場を提供することにより，子どもの健やかな成長を支

えます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・留守家庭子ども会事業において，６年生までの通年受入や，学校休業日等の開始時間の前倒しを継続して実施する

とともに，新たに１か所の開設や，利用者の増加に対応するための支援員等の増員を行った。また，狭隘化施設等

について，計画的に施設の建替え等を進めた。 

・保護者の就労やレスパイトを支援するため，特別支援学校に通学する児童・生徒や，通常学級，特別支援学級に通

学する発達障がい児を対象とした放課後等支援事業を継続して実施した。 

・また，保育所等に対して「豊かな心」を育むための絵本の活用方法等の研修を行うとともに，保育所等で読み聞か

せを継続して実施し，子どもの道徳性を育む取組みの充実を図った。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

道徳教育推進事業 道徳教育推進モデル校に，学校と地
域をつなぐ役割を担う，「学校・地域
コーディネーター」を配置し，思い
やりの心や，命を大切にする心を持
った児童生徒の育成を図るため，家
庭・地域が一体となった取組を推進 

・全小中学校で，地域コーディネーターを設置 
・保護者・地域への啓発を行うための授業公開の実施 
・児童生徒意識調査による実態調査 

公民館こころ輝くまち
ふくおか推進事業 
 

学校の教育方針をふまえながら，地
域と連携し，現在の子ども達に不足
しがちな規範意識，自主性，他者に
対する思いやり，伝統文化や自然を
大切にする心を育むさまざまな活動
体験の機会を充実させる。 

 
※平成27年度で事業終了 

地域や保育所などにお
ける道徳教育の推進 
 

地域で子どもの健全育成や非行防止
に取り組む団体に道徳教育の講師を
派遣。保育所などでは，道徳教育推
進モデル校で実施する事業への参加
や，家庭・学校・地域と連携した道
徳性の芽生えを培うための取組を推
進 

・「豊かな心」を育むための絵本の効果的活用方法等に 
ついての研修会実施 

  公立，地域型保育事業所職員 合計53人参加 
 

子育て教室 子どもへの関わり方で悩んでいる親
を対象に，子どもの発達に応じた関
わり方や遊び方を学べる教室を開催 

・各区において，子どもとの関わり方に関する子育て教室
等を実施 

家庭教育支援事業 
 

子どもの基本的生活習慣の定着や規
範意識の醸成を図るため，ＰＴＡや
幼稚園，保育所などと連携し，家庭
教育の重要性について理解を深める
講演会や学習会などの家庭教育支援
事業を実施 

・入学説明会等学習会（22校2,198人） 
・学習支援事業 
①講師派遣事業（24校1,363人）  
②早寝・早起き朝ごはん啓発講演会（676人）  
③家庭教育支援パンフレット研修（200人（教員）） 

・家庭の教育力向上事業 
家庭で楽しむ読み聞かせ講座（4回177人） 

・不登校の子の保護者を支援する学習・交流事業 
（６回実施，修了者：30人） 
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公民館などにおける家
庭教育の機会の提供 

子どもたちの基本的な生活習慣や生
活能力，自制心，自立心，豊かな情
操，他人に対する思いやりなどを育
むために，主として，児童・生徒の
保護者を対象とした学習機会を提供
する家庭教育学級や乳幼児の健やか
な成長を育むため，育児サークル等
と連携し，育児に関する学習機会及
び孤立しがちな乳幼児と親の交流の
場を提供する乳幼児ふれあい学級を
実施。 

〇家庭教育学級 
・実施館数        46館 
・実施回数       182回 
・参加延べ人数 8,311人 

○乳幼児ふれあい学級 
・実施館数        127館 
・実施回数      1,297回 
・参加延べ人数 53,463人 

留守家庭子ども会 保護者や同居する親族などが，就労
などの理由により，昼間家庭にいな
いことが常態で，小学校の授業終了
後・学校休業日に家庭で適切な保護
を受けられない児童を対象に，遊び
と生活の場を提供し，「放課後児童支
援員」などの活動支援のもと，児童
の健全な育成を図る 

留守家庭子ども会事業の充実を図るとともに，新たに１か
所を開設。 
・留守家庭子ども会    137校 
・入会児童数       14,638人 
・施設の建替え等    ７か所 

特別支援学校放課後等
支援事業 

特別支援学校に通学する障がい児に
放課後などの活動の場を提供すると
ともに，保護者の就労やレスパイト
の時間を確保するため，市立特別支
援学校の放課後などの支援事業を実
施 

・実施箇所   ７か所 
・延利用者   9,522人 
 
 

発達障がい児放課後等
支援事業 

通常の学級及び特別支援学級に通学
する発達障がい児に，放課後などの
活動の場を提供するとともに，保護
者の就労とレスパイトの時間の確保
の支援を実施 

 
※平成27年度で事業終了 

放課後等デイサービス 学校通学中の障がい児に対して，放
課後や長期休暇において，生活能力
向上のための訓練などを継続的に提
供することにより，学校教育と相ま
って障がい児の自立を促進するとと
もに，放課後などの居場所づくりを
推進 

・事業所数   139か所  
・延利用者    19,030人 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策３ 子どもの遊びや活動の場づくり 

施策の概要 

身近な地域において，乳幼児の親子や子どもたちが集い，それぞれの発達段階に応じて安全に安心して

活動することができる場や機会を確保・提供します。また，子どもが利用する施設について，子どもの

意見を積極的に取り入れながら，整備を進めます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・乳幼児親子がいつでも利用でき，子育てに関する相談や情報交換ができる，子どもプラザを管理・運営するととも

に，子育て交流サロンを支援するなど，市民により身近な地域での子育て支援に取り組んだ。  

・放課後等の遊び場づくり事業については，新たに８校で事業を開始した。 

・中央児童会館あいくるをリニューアルオープンし，遊び，体験・交流の場を提供するとともに，クラブ活動や季節

のイベントなど，様々な催しを実施した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

地域子育て交流支援事
業 

地域全体で乳幼児の子育てを支援す
る体制づくりを行い，地域の見守りの
もと，公民館などを活用して，乳幼児
の親子が気軽に集える「子育て交流サ
ロン」の開設や運営を支援 

・開設箇所数         154か所 
・開催回数      3,550回 
・参加者数  延べ85,372人 

子どもプラザ事業 
 

乳幼児親子がいつでも気軽に集まり
利用できる遊び場を常設し，子育て活
動を支援する拠点として「子どもプラ
ザ」を設置し，地域で孤立しがちな乳
幼児の親の子育ての不安の軽減を図
り，子育てしやすい環境づくりを推進 

・開設箇所数       14か所 
・利用者数   延べ  398,548人 

公民館などで行う子ど
も向け事業 
 

子どもの健全育成に向けて，地域諸団
体やボランティア，公民館サークルな
どと連携し，体験活動などの地域ぐる
みの活動を実施 

・実施館数        145館 
・実施回数       2,095回 
・参加延べ人数    97,369人 

放課後等の遊び場づく
り事業 
 

子どもの心身にわたる健全育成を図
るため，児童にとって身近で使い慣れ
た小学校施設を活用し，放課後など
に，自由に安心して，遊びや活動がで
きる場や機会づくりを推進 

・開設校数      105校（新規開設8校） 
・参加延人数   242,788人 

中央児童会館での遊
び・体験・交流の場の提
供 
 

児童に健全な遊びを与えて，その健康
を増進し，情操を豊かにするため，常
設の「遊び，体験，交流の場」を提供
するとともに，クラブ活動や，季節の
イベントなど，さまざまな催しものを
実施 

○平成28年４月１日リニューアルオープン 
・利用者数 延べ185,633人 
 

安全で楽しい子どもの
遊び場再生事業 

公園内の遊具にひそむ，ハザード（頭
の挟み込みや落下など）を改善し，安
全に遊べる子どもの遊び場を再生 

・22公園29施設の撤去・修繕 

公園再整備事業 都市公園などの再整備において，見通
しの確保などにより子どもが安心し
て遊べる空間づくりや親も安心して
それを見守り快適に時間を過ごすこ
とができる公園内の居場所の確保，子
どもが多様な遊びができる場づくり
を推進 

・再整備 39公園 

身近な公園整備事業 地域住民からより愛着を持って親し
まれる公園を目指して，ワークショッ
プなど住民参加型の手法を用いて身
近な公園の整備を進めるとともに，多
様な公園ニーズへの対応を促進 

・整備 7公園 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策４ 子ども・若者の自己形成支援 

施策の概要 
次代を担う子ども・若者が規範意識や社会性，道徳性を身に付け，豊かな人間性を育むことができるよ

う，発達段階に応じたさまざまな体験の機会を充実します。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・アジア太平洋こども会議・イン福岡による国際交流を継続して支援するとともに，青少年施設における様々な体験

機会の提供など，青少年活動を推進した。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

アジア太平洋こども
会議・イン福岡 

アジア太平洋諸国地域の相互理解の
促進，国際感覚あふれる青少年の育
成を図る目的で，NPO 法人アジア太
平洋こども会議・イン福岡が実施す
るアジア太平洋諸国地域の子どもた
ちの招へい事業を支援 

・NPO 法人アジア太平洋こども会議・イン福岡が行う招へい
事業に対し，補助金を交付するなど支援を実施 
※アジア太平洋こども会議・イン福岡の事業実績 
・招へい事業  303人（アジア太平洋34か国・地域） 
・派遣事業   210人（アジア太平洋12か国・地域） 

子ども文化芸術魅力
発見事業 
 

子どもたちが文化芸術を鑑賞・体験
できる機会の創出を目的に，伝統芸
能・ダンス・演劇などのワークショ
ップを，小学校などで実施 

・学校でのワークショップ（短期） 
合計21校（延べ2,068人参加） 

・学校でのワークショップ（長期） 
合計2校（延べ601人参加） 

・公募型ワークショップ（延べ259人参加） 

こどもアートアドベ
ンチャー 
 

福岡市美術館において，子どもたち
と芸術のよりよい出会いの場を提供
することを目的とし，特に学校団体
と連携し，対話型ギャラリートーク
やアートゲームなどを用い，子ども
たちが能動的に鑑賞活動ができるよ
うサポート 

・中学校  4校 545人 
計 771人が参加（8月末まで／9月から休館） 

博物館夏休み親と子
のワークショップ 
 

小学生を対象に，親子で博物館資料
に親しみ，歴史やくらしのさまざま
な事象について体験的に学ぶワーク
ショップ。展示を見学するだけでな
く，実際に制作して，より具体的・
感覚的にモノの原理やくらしの中で
果たしてきた役割，歴史の理解を図
る 

「レインスティックを作ろう！Part2」開催 
 日 時：平成28年8月20日（土）・8月21日（日）  
 対 象：小学校1年生～6年生とその保護者 
 参加数：土：14組33人 
        (小学生16人,大人16人,幼児1人) 
     日：17組39人 
       （小学生18人、大人20人,幼児1人） 

夏休みこども博物館 
 

小学生とその保護者を対象に，講話，
展示室見学，体験学習などを通して，
郷土の歴史と文化に対する理解を促
進 

金印のレプリカを使用し，金印の使い方を知るワークショッ
プを実施。 
・日時 平成28年８月６日（土）・７日（日）午前と午後 
・対象    小学生とその保護者 
・参加人数   184人 

少年科学文化会館の
各種事業 

少年科学文化会館において，こども
芸術劇場（映画界，演劇会等），クラ
ブ活動（美術クラブ，科学教室等）
などの事業を実施 

 
※平成27年度末をもって閉館 

科学館整備 子どもの健やかな育ちや学びを促す
ことを基本に，科学の原理や最新の
科学技術に親しみ，楽しく学べる参
加体験型の科学館として整備  

○平成29年10月の開館に向け準備を進めた 

背振少年自然の家 
海の中道青少年海の
家 

野外活動を通じて自然の豊かさや大
切さを学び，子どもたちの豊かな心
と健康な体を育むため，小・中学校
自然教室などの受け入れや，子ども
または家族を対象とした主催事業を
実施 

○背振少年自然の家 
 ・延べ利用者数 32,432人 
○海の中道青少年海の家 
 ・延べ利用者数 68,149人 
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海っ子山っ子スクー
ル 

海や山に囲まれ，自然に恵まれた環
境の中で，地域との交流を大切にし，
自然を生かした教育活動を行ってい
る小規模の小・中学校に通学するこ
とにより，豊かな人間性を育み，自
然を愛する心を培うことを目的に実
施 

○実施校４校にて10月末から11月にかけて体験学校を実施 
○12月には平成 29年度からの転入学希望者を募集し，23人
の転入学を認めた。（募集数34人，応募数44人） 

アビスパ少年少女サ
ッカー教室 

幼児や小・中学生を対象に，高い指導
力を有するプロの指導陣の高度な指
導を身近に受けられる環境を提供す
るため，アビスパ福岡からコーチを派
遣し，巡回型サッカー教室を開催 

・市内各所で92回実施 
参加者  合計4,217人 

親子サッカー教室 
（「アビスパと親子 de
スポーツ～サッカー
ボールで遊ぼう」） 

子どもたちに，ボール遊びやゲームを
中心とし，外で体を動かすことの楽し
さを伝えるため，アビスパ福岡から選
手・コーチを派遣し，サッカー教室を
実施 

・各区の居住者を対象としてレベルファイブスタジアムで 
実施       参加者 合計614人 

アビスパ福岡心の教
育プロジェクト事業 

アビスパ福岡のコーチまたは選手を
小学校に派遣し，人格形成において重
要な時期である小学校高学年児童に
対して，夢に向かって目的と手段をあ
わせて考えることの大切さや，フェア
プレー精神などの理解を促すことに
より，健全育成を推進 

希望があった市内の小学校を対象として，20のクラスで事業
を実施 

子ども読書活動の推
進 

子どもと本をつなぐ環境づくりを推
進するため，ポスターやホームペー
ジなどでの「子どもと本の日」の啓
発や，子ども読書フォーラムなどの
イベントを通して，子どもの読書活
動に関する理解と関心を高める活動
を実施 

・子ども読書フォーラム実施 参加者2,967人 
・スタンバード文庫交流会実施 
・小中の新入生向けおすすめ本のリストの作成・配布 
・59館の公民館に計110冊の絵本を補充 
・「子どもと本の日」通信の発行（毎月）及び，庁内放送によ
る周知 

こども図書館 子どもが読書の楽しみを発見し，読
書に親しむことができるように，図
書等の収集・提供を行い，子どもと
本をつなぐ機会や情報提供の充実を
図る。 

○図書等の収集・提供 
・児童図書  108,746冊 
・児童研究資料 28,857冊, 世界の絵本 6,301冊 

○子どもと本をつなぐ機会 
・おはなし会の実施（毎週土・日曜日，毎月第２金曜 
日等） 

     112回実施，参加人数5,041人 
・夏休み図書館の達人講座の開催   参加人数31人 

○情報提供 
・読書に関するレファレンス  9,861件   
・こどもとしょかんニュース  年６回 2,500部発行 
・「モデル児童図書」(おすすすめの本)のコーナー設置と 
リストの配付   

小学校等での動物愛
護事業 
（旧：動物とのふれあ
い事業） 

動物愛護管理センター職員が小学校
等に出向き，犬との接し方や命を大
切にする心，ペットの飼い主の責任
についての講座を実施 

○実施回数  145回 
○施設数     57施設 
○参加者数  5,192人 

こども水たんけん隊 水源地域・流域を訪ね，自然の中で
の体験を通して水源かん養林の働き
や水の大切さを学ぶとともに，森林
を守っている地元の人たちとふれあ
う交流事業を実施 

○応募者数37組91人   
○参加者数18組41人(全員新規） 
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親子水道施設見学会 浄水場の取組（水の安全管理や環境
への配慮策など）やダムの役割をＰ
Ｒし，子どもに「水の大切さ」を感
じてもらい，保護者には市の水事情
や水道事情への理解促進を図る 

○全３回   
○参加者 169人 
 

水道ボーイフクちゃ
んのこども水道教室 

水の大切さ，水道水の安全性やおいし
さを知り，水道に対する理解を深める
ため，小学校に出向いて水道に関する
説明を行う出前講座を実施 

○33校（3,035人）で実施。 

わくわくエコ教室 身近な自然や日常生活を通じて，子ど
もたちに環境を大切にする心を持っ
てもらうことを目的に，保育所・幼稚
園の園児・小学校低学年の児童を対象
とした環境プログラムを実施。また，
平成 27 年度からは園の教員等を対象
とした指導者向けプログラムを開始。 

○出前講座         27回 
○自然観察会       29回 
○指導者向けプログラム   6回 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策５ 子ども・若者の社会的自立に向けた取組 

施策の概要 

子ども・若者が，社会との関わりを学び，それぞれの個性を最大限に発揮しながら，自立した大人へと

成長できるよう，主体性や職業観を養い，自覚を促すとともに，若者の就労を支援する取組を推進しま

す。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・子どもたちが将来に夢や希望をもち，新しいことにチャレンジする意欲の育成をするために，各界著名人による「夢

の課外授業」や地元起業家による社会人講話，ジュニア・アチーブメントの「CAPS」の実施，「ふくおか立志応援文

庫」の設置など，アントレプレナーシップ教育を継続して実施した。 

・子どもが自ら考える力を培う体験の場ミニふくおかや，中高生夢チャレンジ大学の開催により，子どもにさまざま

な体験機会を提供し，将来をリードする人材の育成に取り組んだ。 

・各区に設置している就労相談窓口における個別相談・セミナーの開催・職業紹介等や，デジタルコンテンツクリエ

ーター育成の講座を実施し，若者の就労支援に取り組んだ。 

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

アントレプレナーシ
ップ教育 ～ふくお
か立志応援プロジェ
クト～ 

全小・中学校に「立志」「チャレンジ
マインド」に係る書籍を整備すると
ともに，起業家を中心とした地域人
材の活用により，子どもたちが将来
に目標や夢を持てるよう，チャレン
ジマインドを育成 

○チャレンジマインド育成事業                                            
【小学校】                                           
 ・全小学校で「ゲストティーチャー等の講話」の実施                                            
 ・小学校10校において「夢の課外授業」を実施 
 ・CAPSの先行実施 （基幹校20校）                                           
【中学校】                                            
 ・起業家による社会人講話                                                                    
○ふくおか立志応援文庫                                            
 全小中学校の学校図書館に「立志」や「チャレンジマイン
ド」に関する書籍資料を配備し，コーナーを設置 

職場体験学習事業 
 

生徒が「生きる力」を身につけ，さ
まざまな問題に柔軟かつたくましく
対応し，社会人・職業人として自立
していくことができるよう，職場体
験やさまざまな世代との交流を通じ
て，子どもの勤労観・職業観を育成 

福岡市全中学校職場体験事業実施 
・体験事業先件数  延べ3,265か所 
・参加生徒指導数    11,740人 

小学生からのキャリ
ア教育事業 

小学５・６年生を対象に，技能職者
によるものづくり体験講座を実施 

○ものづくり体験講座 
・実施校 ８小学校（応募は33校） 
・参加生徒数  513人 
・派遣講師数    91人 
・実施講座数   28講座  

○子どものものづくり体験 
 ・日程  平成28年８月26日～28日 
  ・参加者数   1,235人（3日間計） 
 ・実施講座数   11講座 

中学生のためのキャ
リアデザイン啓発事
業 

中学生を対象に，性別にとらわれな
いキャリア形成への意識を高めるセ
ミナーを実施 

○実施校  市立中学校26校 
○セミナーの内容 
・男女共同参画についての基礎的説明  
・ロールモデルによる講話 

ミニふくおか 
 

子どもが，仮想のまち「ミニふくおか」
をつくり，仕事や遊びを通してまちの
仕組みを体験することにより，子ども
の主体性を育むとともに，福岡市のま
ちづくりへの参画意識を醸成する契
機とする 

・開催日  平成28年８月23日（火）～25日（木） 
・参加者数 延べ1,527人（開催3日間） 
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中高生夢チャレンジ
大学 

中学・高校生を対象とする学びの場
「中高生夢チャレンジ大学」を開催
し，自分の強みや個性を生かした職業
や将来を考える契機とするとともに，
福岡を支え，リードする人材を育成 

・参加者数82人 
・開校式・宿泊研修，選択講座，閉講式・振り返りのワーク
ショップ，卒業後の勉強会を実施 

就労相談窓口事業 各区に設置している「就労相談窓口」
において15歳以上の求職者を対象に，
個別相談を行うほか，セミナーや求人
企業の紹介等を行い就職を支援。ま
た，就労への一歩を踏み出せない  
39 歳以下の若者やその保護者等を対
象に，臨床心理士がカウンセリングを
実施し，就職による経済的自立を支
援。 

・相談件数 4,249件 
・就職件数  511件 

デジタルコンテンツ 
クリエーター育成事
業 

39歳以下のフリーター等を対象に，
ＷＥＢデザイン，ＣＧデザインの技
術を身に付けるための講座を実施
し，就業体験等により正社員就職を
支援（福岡県との共同事業） 

・受講者数 103人 
・就職者数  91人 
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「第４次福岡市子ども総合計画」施策別進捗状況・自己評価（個票） 

目標３ 地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり 

施策６ 子ども・若者の安全を守る取組と非行防止 

施策の概要 
子ども・若者の安全を守る取組や非行防止活動，有害環境への対応などに社会全体で取り組み，子ども・

若者が安全に健やかに成長できる環境づくりを進めます。 

１ 施策の進捗状況 おおむね順調 

・家庭，学校，地域及び関係機関・団体と連携し，非行防止活動や青少年に有害な環境の浄化，健全育成事業を推進

した。   

２ 主な事業の実施状況 

 

事業名 事業概要 平成28年度実績 

各種交通安全教育 子どもの交通安全教育の徹底，交
通安全の確保 

・四季の交通安全運動を中心に広報・啓発を実施 
・市内の小学１年生を対象に黄色い帽子とランドセルカバーを作
成・配布 
配布数量 黄色い帽子:15,000個 

ランドセルカバー:15,000枚 

通学路の歩車分離 
 

安全な歩行空間確保に向け，歩道
整備や路側帯のカラー化などを推
進。特に小学校から半径 250 メー
トル以内の通学路について重点的
に実施 

・通学路において、歩道の新設等による物理的な歩車分離や路
側のカラー化等による視覚的な歩車分離を実施 
通学路の歩車分離確保率  85.7%      

子どもの安全対策 
（通学路の安全確保） 
 

登下校時の安全確保を図るため，
小学校１年生へ防犯ブザーを配
布。また，スクールガード（学校
安全ボランティア）や，地域の団
体などとの連携による通学路のパ
トロール強化，危険個所の点検な
ど，地域ぐるみで学校の安全を守
る取組を促進 

・小学校1年生全員に防犯ブザーを配布 
・スクールガードリーダーによる学校の巡回指導による安全体
制の評価 

・スクールガードリーダー連絡協議会を行い，学校の安全対策
の課題の確認 

・スクールガード養成講習会を実施 ２回実施，参加者655人 
・防犯・安全教室を実施 4校 

防災体験や新米パパ
ママ応急手当講習会 
 

福岡市民防災センターにおいて，
強風，地震，火災などの体験がで
きる機会を提供するとともに，出
産予定者や１歳未満の子どもの保
護者を対象とした応急手当講習会
（新米パパママ応急手当講習会）
を実施 

・防災の疑似体験 
市内の小学校99校，中学校9校，幼稚園・保育園105園  

合計13,675名来館 
・新米パパママ応急手当講習会  
年間27回実施，383人の保護者が受講 

保育所・幼稚園での防
災教室，小・中学校で
の救命講習 

保育所・幼稚園の防災教室や，小・
中学生に対する救命講習，小・中
学校の教職員に対する応急手当普
及員講習を実施 

【中学生に対する応急手当講習会】 
 ・市内の私立中学校1校に対し実施 
・公立中学校１校に対しても実施 

【園児防災教室】 
 ・39園5,415人の園児に対し，防災教室を実施 
【小・中学校での救命講習】 
 ・救命講習の実施 

小学校５年生 28校 2,194人 
中学校２年生 21校 3,083人 

・教職員に対する応急手当普及員講習   50名受講 

犯罪のない安全で住
みよいまちづくり推
進事業 

子どもをはじめとする市民にとっ
て，犯罪のない安全で住みよいま
ちづくりを実現するため，「福岡市
犯罪のない安全で住みよいまちづ
くり推進条例」に基づき，地域団
体，事業者，関係機関などで構成
する「福岡市犯罪のない安全で住
みよいまちづくり推進本部」を設
置し，社会全体で犯罪が発生しに
くい環境づくりを推進 

「福岡市防犯のまちづくり推進プラン」（計画期間：平成27年
度～平成31年度）に基づき，「新大学生防犯強化月間」など各
種防犯施策に取り組んだ。 
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防犯出前講座 ＰＴＡなどの地域委員，留守家庭
子ども会などに対し防犯出前講座
を開催 

子どもを対象とした防犯対策に関する出前講座（こども防犯出
前塾）  
・受講団体  留守家庭子ども会や子ども会 等 
・実施回数     29回 
 ・受講者数    2,002人 

区青少年育成推進事
業 

区において，地域・学校・関係機
関と連携しながら，健全育成・非
行防止・啓発活動など，地域に根
ざした各種青少年育成事業を推進 

・少年愛護パトロール員等  884人 
・青少年を見守る店        630店舗を指定 
・地域と青少年のつどい     各区において行事を実施 など 

インターネット・携帯
電話を介した児童生
徒の被害防止取組み
推進事業 

携帯電話などを介した児童生徒の
被害を未然に防止するため，情報
や機器の正しい利用や危険性の指
導・啓発を実施 

○規範意識育成事業(県）における「ネットによる誹謗中傷やい
じめ」に関する研修事業との連携により，情報モラル教育を
推進 
・外部講師を招聘した小中学校：小学校94校，中学校32校 

メディアリテラシー
の育成 

学校において，幼少期からの過度
なメディア接触や，インターネッ
トに関連した子どもたちの事件・
事故などへ対応するため，通信会
社や関係機関と連携し，発達段階
に応じてさまざまな情報への関わ
り方の指導を行うことで，各種メ
ディアに対する正しい向き合い方
や活用能力の向上を図る 

○小学校では道徳，中学校では技術・家庭の時間に情報モラル
学習を実施するよう指導 

○学校ネットパトロール事業 
・ホームページに啓発資料を掲載 
・教職員対象の研修会，児童生徒，保護者対象の講演会を５
回実施 

○規範意識育成事業・情報教育 
児童生徒を対象に規範意識を目指した学習を実施 

子どもとメディアの
よい関係づくり事業 

幼少期からの過度なメディア接触
は子どもの発達に悪影響を与える
ことから，保護者・市民などを対
象に，子どもの基本的生活習慣の
確立やメディアの正しい使い方な
どの学習会の開催，メディアに関
する学習会への講師派遣などをＮ
ＰＯと連携して実施 

・学習用リーフレット（生徒用，保護者用の２種類）と 
啓発チラシによる啓発を実施 

・保護者向けワークショップ（3回116人） 
・「ケータイ・スマホ夜10時電源OFF推進講座」 

（5回，186人参加） 
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